
 

 

 

 

 

 

 

 

ご 挨 拶 

 

場 長 近 藤  伸 一 
 

本年４月１日付けで場長

に命じられました。よろしく

お願いいたします。 

 繰り返し言われているこ

とではありますが、内水面漁

業を取り巻く状況は年々厳

しさを増しています。特に河

川遊漁者の減少や高齢化、また内水面漁業を支えて

きた漁協の組合員、職員の方の減少・高齢化は、漁

協の経営にも影を落としており、経営状況の悪化は

深刻なものがあります。このままでは漁協の存続が

危ぶまれるような事態が遠くない時期に起きること

も懸念されます。内水面漁業は湖沼・河川からの淡

水魚介類の供給はもとより、遊漁等レクリエーショ

ンや交流・学習の場を提供するなどの多面的機能を

担っており、その健全な振興は国民的な課題である

と言えます。 

 このような課題に応えるべく、昨年は「内水面漁

業の振興に関する法律」も施行され、国からの支援

も充実されることが期待されます。 

 販売不振に苦しむサケ・マス養殖業では原材料と

なる魚粉の高騰が原因で飼料価格も上昇し、さらに

苦境が深まる状況となっております。一朝一夕に解

決を図ることは困難ですが、観光業と結びつけた消

費の拡大を図るなど、何らかの手段で現状の打開を

図っていく必要があります。 

 このようななかで、中越大震災から10年が経過し、

壊滅的な被害を受けた錦鯉養殖業が、生産者を始め

とした関係者の方々のご尽力により、着々と復活の

歩みを進めていることは、誠に喜ばしいことと存じ

ております。 

 昨今の円安傾向も追い風となり、輸出が大きく伸

びておりますので、今後は中国など新規の輸出先開

拓、国内消費の掘り起こし、魚病対策などを充実さ

せていく必要があります。 

  内水面水産試験場として、このような課題を解決

のために次のような取り組みをしていきます。 

 ① アユの再生産効果を高めるための産卵盛期の

検証、河川における外来魚の効果的な駆除技術開発

等の調査研究に取り組んでいきます。 

 ② 錦鯉発祥の地である新潟の産地を支援するた

めに、錦鯉の全雌生産技術開発や新しい品種の錦鯉

作りを進めていきます。また、当場で開発して地域

特産種として普及を図っている「魚沼美雪ます」の

安定生産と更なる品質向上を目指した技術開発に取

り組んでいきます。 

 ③ 魚病対策では、治療が困難になっている錦鯉の

新穴あき病などの防疫、予防の技術開発を進め、対

策マニュアルの作成にも取り組んでいきます。また、

KHV病のまん延防止対策にも引き続き取り組んで

いきます。 

 困難な課題もありますが、できるだけ迅速に成果

が上がるように、業界団体を始めとして、行政、大

学、他の研究機関とも連携しながら取り組んで参り

ます。今後とも、内水面水産試験場の調査、研究に

ご支援・ご協力を賜りますようお願いいたします。 

新潟県内水面水産試験場 
 〒940-1137 長岡市大川原町 2650 番地 
 TEL 0258-22-2101(代) FAX 0258-22-3398 
 E-mail : ngt068150@pref.niigata.lg.jp 

魚沼支場 
 〒946-0036 魚沼市岡新田 29-1 
 TEL 025-792-0672 FAX 025-792-8016 
 E-mail : ngt068153@pref.niigata.lg.jp 
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河床耕耘（かしょう こううん）で漁場改善に挑戦 

資源課 主任研究員 吉 田 稔 
 

これまでの調査研究により、アユ漁場の環境が、

①河床に長径 25cm 以上の石が少なく（河床全体に占

める割合が 26%未満）、②それら大型の石が「はまり

石」（埋まっている）の状態、であると漁獲が不調に

なりやすいことがわかっています（図１）。 

 

図１ 河床状態のイメージ図 

 

そこで、河床が平坦になりアユの釣果が振るわな

い漁場において、土砂で埋まった石を掘り起こす「河

床耕耘」を行い、「浮き石」を増やすことで漁場の改

善効果が得られるか、検討しました。 

 

１ 調査内容 

 今回は調査フィールドとして中越地区の魚野川を

選定し、平成 24 年から 26 年の３カ年の間に、延べ

７カ所で試験を行いました。耕耘はバックホーを用

いて実施し、工事日はアユ友釣り解禁日の１ヶ月前

をおおよその目安としました。 

まず、耕耘による物理的な環境の変化を確かめる

ために、河床の大型の石の数、流速と水深について

測定しました。また、アユ生息数については、潜水

目視によって計数するとともに、魚沼漁業協同組合

のみなさんに協力いただいて、友釣りによる釣獲調

査を実施することもできました。 

 

 

図２ 調査フィールド位置図と釣獲調査の様子 

２ 結果の概要 

河床を観察すると、耕耘工事の前後で「はまり石」

の状態が解消され、大型の石の数が多くなりました。

また、水深の起伏が大きくなり、流速にも緩急がつ

いたことが確認できました。工事前後における川の

流れの変化のイメージは図３のとおりです。 

 

  

耕耘前（平坦な印象）   耕耘後（起伏がついている） 

図３ 耕耘工事前後のイメージ（H25 六日町地区） 

 

 アユの釣れ具合をみると、耕耘区での調査員一人

あたりの釣獲尾数は最大でも 1.3 尾/時間となり、残

念ながら必ずしも耕耘した場所の釣果が良くなるわ

けではありませんでした。しかし、実際に川に潜っ

てみると、耕耘区周辺ではアユを多く確認すること

ができたので、耕耘によりその一帯の漁場環境が改

善されたと考えられます。 

 

３ まとめ 

底生生物（川虫）に着目すると、「はまり石」の状

態にある対照区よりも、河床の柔らかくなった耕耘

区でカゲロウ類などが多く確認できました（1.8～

6.5 倍：重量比）。これは、耕耘によって河床の石の

状況が変化し、水深や流速が多様になることで、漁

場の生産力が少なからず向上したものと推察されま

した。河床耕耘によって、アユの釣果がすぐに良く

なる訳ではありませんが、「はまり石」や土砂などの

堆積が顕著な漁場については、ある程度の環境改善

効果が期待できるものと考えています。 

 今後も、荒廃した漁場の改善に役立つ技術として

みなさんにお知らせすべく、様々な場面でデータを

積み重ねていきたいと思います。
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持ち込まない・増やさない・きちんと消毒 

病理環境課 主任研究員 中 嶋 一 恵 

 

タイトルにつけた『持ち込まない・増やさない・

きちんと消毒』。これに似たようなことを聞いたこと

はあるでしょうか。これはよく食中毒対策の３原則

として、使われている言葉です。養殖場やふ化場に

おける病気対策についても食中毒対策と同じことが

言えます。 

 昨年は北海道のザリガニでアファノマイセス症、

石川県のサケでレッドマウス病※など、これまでに

日本になかった病気の発生がみられました。また、

特定疾病であるコイヘルペスウイルス病や、認可さ

れている薬剤がないため治療が困難なサケの冷水病

なども引き続き注意していく必要があります。   

 今回は魚病対策の３原則を今一度確認していきた

いと思います。 

 

１ 持ち込まない 

 魚病対策で一番重要なのは『持ち込まない』こと

です。外から入れるすべての魚は、病気にかかって

いる恐れがあると考え、手持ちの魚とは混ぜずに隔

離しておきます。卵などの場合も、ヨード剤などで

消毒後、消毒された施設に収容することで、たとえ

病原菌を持っていたとしても被害を最小限にとどめ

ることができます。また、人を介しての病原体の侵

入を防ぐため、養殖施設の入り口には消毒槽を設置

し、手指等の消毒も徹底しましょう。 

２ 増やさない 

 魚病の中には、その魚が死んでからも周りに菌を

まき散らす種類のものもあります。死亡した魚は速

やかに取り除くようにしましょう。また、二次感染

を防ぐためにも、網などの器具は池ごとに分けて使

用してください。 

３ きちんと消毒 

 万一魚病が発生してしまった場合は、認可されて

いる薬がある場合は治療を施して、必要に応じて検

査をしてから出荷・放流等を行います。 

 また、池や使用器具などは、たとえ病気の発生が

なくても、使用の都度に塩素や逆性石けん等で消毒

しましょう。 

 

以上を再確認し、病気対策に努めてくださるよう、

よろしくお願いいたします。 

 

3 

※レッドマウス病：Enteric redmouth disease (特定疾病)        
原因菌：Yersinia ruckeri 
 
どんな病気? 
・ヒトのペスト菌に類似(腸内細菌)。 
・すべてのサケ科魚類（特にニジマス）に感染。 
・稚魚での死亡率は 50～70％。 
・感染すると、皮下出血を起こし、名前のとおり口の中が赤く見える。 
 
予防・治療法 
・予防法：ヨード剤により発眼卵表面の原因菌を消毒。 
・治療法：なし（認可されている薬剤がない）。  
 
石川県での対応 
・放流の中止。全個体の焼却処分。飼育池の消毒。 
 
◎特定疾病 
・国内でまん延した場合に養殖水産動植物に重大な損害を与えるおそれがある疾病。 
・特定疾病にかかった場合は、まん延を防ぐため、速やかに対象動植物の処分をし、池や使用器具の消毒を

行う必要があります。 
・現在、農林水産省令でレッドマウス病のほか、コイヘルペスウイルス病など全部で 11 種類の疾病が指定

されています。 

出典：パンフレット 
『知っていますか?水産防疫の対象疾病』 

 



 錦鯉越冬への地中熱ヒートポンプ利用 

参事 養殖課長 兵 藤 則 行 
 

 地中の温度は、大気の温度変化を受けにくく、１年

を通じてほぼ一定であると言われています。この地中の

熱（Heat）を汲み上げる（Pump）システムがヒートポンプと

名付けられ、ランニングコストが安いことや CO２排出量抑

制等のメリットがあるため、冷暖房に使用されるようにな

りました。 
ニシキゴイの越冬は、主に灯油ボイラー（以下「ボイラ

ー」）を用いた加温によって行われています。しかし灯油

価格が不安定であり、その乱高下は養殖経営に大きな

影響を与えています。 

 そこで地中熱ヒートポンプ（以下「ヒートポンプ」）の導

入によるコスト低減の可能性を検討しました。 

  ここでは、平成 26 年度に行った、短期間の昇温（魚

病対策）及び長期間の水温維持についてヒートポンプと

ボイラーの経費の比較を紹介します。 

１ 短期昇温試験 

 眠り病等の対策として実施している最大昇温５℃を

目標に、ヒートポンプを５日間フル運転しました。その

後運転を停止し、水温が気温とほぼ同じになるまで冷

却した後、ボイラーを同様にフル運転しました。５日間

のフル運転による水温の上昇は、前者が 3.8℃、後者

が 4.4℃でした。そこで 3.8℃昇温に要した経費を比

較すると、前者は電気料 7,796 円（356kwh）、後者は

電気料 263 円（12kwh）、灯油代 10,621円（122.9L)、

計 10,884 円となり、ヒートポンプの運転経費はボイラ

ーの約 72％となりました。ただし 3.8℃上昇する間の

平均室温は、前者が 17.4℃、後者が 15.6℃であり、ヒ

ートポンプ使用時の方が 1.8℃高く有利に働きました

（表１）。 

 
 

２ 長期水温維持試験 

  ヒートポンプおよびボイラーを用い、厳冬期（１～２

月）に水温を１週間 12℃に維持した時の、運転経費を

比較しました。それぞれの加温機器を、１週間ごとに切

り替え、交互に３回、すなわち計３週間ずつ運転しまし

た。 

 水温を 12℃に維持するのに要した経費は、ヒートポン

プでは電気料 21,090 円（963kwh）でした。一方、ボイラ

ーは電気料 876 円（40kwh ）、灯油代 27,804 円

（321.8L)、計 28,680 円となり、前者の経費は後者の約

74％となりました。ただし期間中の平均室温は、前者が

4.3℃、後者が 3.4℃でしたので、ヒートポンプ使用時の

方が 0.9℃高く有利に働きました（表２）。 

 

 

３ コストの比較 

 以上のようにヒートポンプのランニングコストはボイラー

の 72%、74%でしたが、経費の計算は当然のことながら電

気料、灯油の単価に左右されます。今回の試験では東

日本大震災に伴う電気料の値上げが大きく影響してい

ます。ちなみに昨年度の単価を用いて試算すると、ヒー

トポンプはボイラーに比べ、短期昇温試験で 58％、長

期水温維持試験で 60％の経費となります。 

 本試験では、ヒートポンプのランニングコストがボイラ

ーより低い結果が得られました。一方で、ヒートポンプは

機器設置の初期投資が大きいことが指摘されていま

す。これを含め、11～４月を 12℃で維持し、うち２

回の短期昇温を行った場合、初期投資額を回収する

のに 16 年かかると試算され、耐用年数内（15 年）

での回収は難しいようです。 

 現状では錦鯉の越冬にヒートポンプを導入するメ

リットは小さいと考えられました。一方で、より効

率的でより安いヒートポンプの研究が進められてお

り、これらの技術開発によって、ニシキゴイの越冬

施設に導入しやすくなることを期待しています。

電力
（kwh）

灯油（L) 電力 灯油 計

ヒート
ポンプ

356 ― 7,796 ― 7,796 17.4

灯油
ボイラー

12 122.93 263 10,621 10,884 15.6

表１　短期昇温における運転経費の比較

3.8℃上昇するのに
要した使用量

3.8℃上昇するのに要した金額
（円）

3.8℃上
昇するま
で間の平
均室温

熱源

電力
（kwh）

灯油
（L)

電力 灯油 計

ヒートポンプ 963 ― 21,090 ― 21,090 4.3

灯油ボイラー 40 321.8 876 27,804 28,680 3.4

表２　長期水温維持における運転経費の比較

熱源

使用量 金額（円）
平均室温
（℃）
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大型マス類養殖の動向について 

 

魚沼支場 専門研究員 佐 藤 修 
 

１ はじめに 

  近年、国内のマス類養殖生産量は減少傾向が続

き、特にニジマスで著しくなっています。一方で、

その他のマス類は 1990 年代をピークに比較的ゆる

やかな減少にとどまっています(図１)。これは、10

年ほど前から各地で全雌処理や選抜育種をした大型

マス類の生産が盛んになっていることが、要因の一

つと考えられます。 

  現在、各地で生産されている大型マスとしては、

当支場で種苗を生産している「魚沼美雪ます」を始

め、「ギンヒカリ(群馬県)」、「信州サーモン(長野

県)」、「ヤシオマス(栃木県)」、「甲斐サーモン(山

梨県)」「絹姫サーモン(愛知県)」等があります。 

図１ 国内におけるマス類養殖生産量の推移 

     (農林水産省 漁業･養殖業水産統計年報より) 

  

２ 大型マスの特長と生産傾向 

  大型マスは全雌三倍体処理などにより、成熟せず

に栄養が身に蓄えられるため、通常のニジマスに比

べて大型化（１kg 以上）し、身の劣化もないという

特長があります。そのため、刺身用として扱われ、

ニジマスが 700 円/kg 程度なのに比べ、1,200 円/kg

以上の単価になっています。 

 大型マスの生産方法としては、主に 

①ニジマス二倍体の大型化(成熟を遅らせる) 

  ②ニジマスの三倍体化(全雌同質三倍体) 

    ③ニジマスと別種のかけ合わせ三倍体(全雌異

質三倍体) 

があります。 

過去５年の国内での大型マス類種卵生産量につい

て、全雌二倍体卵は 24～180 万粒ですが、全雌三倍

卵では 460～790 万粒で年々増加しています。また、

全雌マス卵全体の中で全雌三倍体卵は 74～95％を

占めており、全雌三倍体の業界ニーズが極めて高い

状態です(図２)。 

図２ 大型マス類種卵生産量の推移 

   (全国養鱒技術協議会資料より) 

 

清冽な水が豊富な山間部では、産業的に重要性が

高い大型マスの生産及びブランド化が進められて

きました。最近では、より品質を向上させるために、

ブドウの搾り滓等を餌に添加する試みなども行わ

れています。 

当支場でも「魚沼美雪ます」について、引き続き

種苗の安定生産に取り組むとともに、更なる品質向

上に関する試験も検討していきたいと考えていま

す。 

 

３ おわりに 

  マス類養殖を取り巻く環境は、福島第一原発事故

の影響による電気料金の値上げや、チリ、ペルー沖

カタクチイワシの激減による飼料価格の高騰により

厳しさが増しています。また地域によっては水温上

昇による受精卵の孵化率低下なども懸念されていま

す。しかし、各地で生産されている大型マス類はニ

ーズが高く、これからも消費拡大が見込まれるため、

他産地との差別化や国内外へ向けた販売拡大が重要

な課題になると考えられます。 
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会議報告 

平成 27 年７月 22 日（水）～24 日（金）に、長岡

グランドホテルにおいて、OIE アジア太平洋地域事務

所主催の「水産動物および水産物の安全な国際貿易に

関するワークショップ」が開催されました。 

OIE（国際獣疫事務局）は、世界の動物衛生の向上

を目的とする政府間機関で、動物衛生や人獣共通感染

症などに関する情報提供や国際基準の作成等を行っ

ています。 

初日および２日目の会議・意見交換では、水産動植

物の国際間取引における安全性についての情報交換が行われ、特に、近年水産関連輸出産業として伸びてい

る「錦鯉」に焦点が当てられました。新潟県では錦鯉の海外輸出が盛んに行われており、当場からも佐藤病

理環境課長より、新潟県における錦鯉の輸出に関わる手続きや衛生管理について報告をしました。 

最終日には２軒の養鯉場と山古志復興交流館の視察を行いました。参加者は錦鯉発祥の地での鯉の大きさ、

美しさに驚いた様子で、また、山古志の棚田の風景を楽しむなど、有意義な時間を過ごしていただけたと思

います。 

今回のワークショップではアジア・オセアニア地域 18か国からの出席があり、全体を通して、ユーモアを

交えた和やかな雰囲気で行われました。 

 

 内水面水産試験場一般公開を開催  

平成 27 年７月 25 日（土）に、当試験場において毎

年恒例の一般公開が開催されました。 

当日は 32℃を超える真夏日でしたが、大人 67 人、

子供 67 人、計 134 名の来場者がありました。研究成果

の紹介や水生生物の観察、恒例の金魚すくいや魚釣り

体験に加え、今年はウナギのタッチプールを開設しま

した。初めてふれるウナギは、子供にも大人にも大好

評でした。 
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参加者集合写真 

水産関係職員には釣り好きな人が何人かいますが、小生の場合、川釣り、それもほ

と ん ど 「 U 川 」 で し か 釣 り を し ま せ ん 。 U 川 で の 釣 り を 本 格 的 に 始

めて 20 数年ですが、平成 10 年、23 年、25 年と大きな洪水に見舞われ、大石 

の瀬が少なくなり、小石底のザラ瀬が増え、随分と川の形が変わったように思います。また、今年は空梅雨・

猛暑で大減水していますが、そうでなくても以前に比べ、水量が少なくなったとも感じています。洪水前は

それなりの釣果がありましたが、最近はさっぱりで、小生の腕が未熟とはいえ、川の生産力が衰えているの

ではと心配でなりません。当場で調査を実施した「河床耕耘」を河川工事に取り入れてもらえればと、一釣

り人としての願いです。（Ｓ．Ｓ生） 

 水声魚語 


